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同
窓
会
長
　
寺
田

一
彦

（高
１１
回
）

去
る
６
月
２３
日

（土
）
に
開
催
さ

れ
た

「平
成
１９
年
度
同
窓
会
総
会
及

び
懇
親
会
」
に
は
１
０
０
名
近
い
会

員
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
同
窓
会

へ
の
関
心
が

薄
れ
、

総
会
、

新
春
の
集
い
な
ど

ヘ

の
参
加
人
数
が
低
迷
し
て
き
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

特
に
若
い
卒
業
生

に
も
つ
と
た
く
さ
ん
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
、

今
で
き
る
事
か
ら
改
善
し

「西
高
１
０
０
周
年
」

へ
向
け
て
新

た
に
同
窓
会
を
活
性
化
し
て
行
く
た

め
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

一
、

評
議
員
の
見
直
じ

現
在
、

評
議
員
は
各
年
次
の
代
表

と
し
て
同
窓
会
の
会
務
の
浸
透
を
諮

る
役
目
を
お
願
い
し
て
い
る
。
し
か

し
卒
業
時
に
互
選
し
た
評
議
員
が
そ

の
後

一
度
も
交
代
す
る
事
無
く
今
日

ま
で
来
て
い
る
年
次
も
少
な
く
な
い
。

仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
浜
松
を
離

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
評
議
員
も
あ
る

と
伺
つ
て
い
る
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
て
評
議
員
の
再
選
を
各
学
年

に
お
願
い
し
た
。

二
、

同
窓
会
事
務
局
の
設
置

同
窓
会
資
料
室
の
一
画
に
事
務
局

を
置
き
、

週
３
日
半
日
程
度
の
パ
ー

ト
事
務
員
を
雇
う
。

現
在
西
高
の
先

生
に
お
願
い
し
て
い
る
同
窓
会
事
務
、

郵
便
物
の
処
理
、

資
料
の
整
理
、

同

窓
会
の
情
報
収
集
、

会
報
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う
と
同

時
に
事
務
局
に
同
窓
会
員
の
サ
ロ
ン

的
役
割
を
持
た
せ
交
流
の
場
所
に
す

る
。

具
体
案
が
決
ま
り
秋
の
役
員
会

で
承
認
が
取
れ
次
第
、

県
に
許
可
申

請
を
す
る
予
定
。

三
、

同
窓
会
報
の
全
員
送
付

二
年
前
よ
り
経
費
節
約
の
た
め
希

望
者
の
み
送
付
し
て
い
た
が
、

会
報

が
届
く
と

「西
高
の
卒
業
生
だ
と
認

識
す
る
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
、

同

窓
会
を
活
性
化
し
た
い
と
い
う
趣
旨

か
ら
も
、

原
点
に
戻
し
終
身
会
員
に

は
再
度
全
員
に
送
付
す
る
。

大
勢
の
同
窓
会
員
が
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、

異
業
種
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
を
取
り
、

同
窓
会
活
動
が
よ

り
活
発
に
な
る
よ
う
様
々
な
提
案
を

し
、

実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

会
員
の
皆
様
に
も
積
極
的
に
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、

改
革
案
を
受
け

入
れ
る
方
向
で
、

ご
理
解
、

ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（総
会
記
事
は
Ｐ
２
に
掲
載
）

静岡県立浜松西高等学校同窓会

発 行 人

寺 田 一 彦

題   字

町 田   晃

編   集

同窓会 報編 集 委員 会

浜松市中区西伊場町3番l号

電話 053-454-4471個

印   刷

勉 強 屋 印 刷 働

発 行 部 数  1 6 , 8 0 0

浜三中卒業生  2,041名

浜西高卒業生  22,544名

(内女子4,501名)

内18年度卒業生201名(82名)

日

平成 17年 、 18年 と希望者のみに郵送させてい

ただいた同窓会報ですが、送付システムの周知は難

しく、未だに届かない等お問い合わせをいただいて

お ります。 48号 で 「アンケー トはがきでの送付希

望の返信がない場合、今後会報は送られませんので

ご注意ください。」とお知らせ しましたが、今回再

度終身会員全員に送付させていただくことといたし

ました。

評議員や同窓会事務の見直し他、同窓会活動を活

発にしていこうという動きの中で、会報送付を希望

日 だ きますようお願いいたします。
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同窓会ホームページには会報のPDF版 を掲載し、

さらに詳しい内容や即時的な情報もご覧いただけま

す。できるだけHPを ご覧いただき、会報の送付が

ご不要の方は、下記いずれかの方法で、卒業回数と

お名前をご連絡ください。

浜松西高同窓会事務局宛

● 電話 053-454-4471(代 )

● ファクス 053-454-2574

● 郵便 〒430-8038

静岡県浜松市中区西伊場町3番 1号

http://www.hamanishi.org

: す るお気持ちがありながらお手元に届かない方がい  同 憲会報編集委員会宛

日 ら つしゃるのは、アンケー トの取 り方にも問題があ  ● E一mall kaiho@hamanishi,org

i つ たと考え、今後は送付を希望されない方にお申し

! 出
いただくことにいたしました。 どうぞご理解いた  同 窓会ホームページuRL
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寺
田
会
長
よ
り
、

同
窓
会
活
性
化

の
た
め
の
三
つ
の
提
案
が
発
表
さ

れ
、

評
議
員
か
ら
も
質
問
や
意
見
が

活
発
に
交
換
さ
れ
た
。

（活
性
化
の

た
め
の
提
案
に
つ
い
て
は
、

会
報
１

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

）

寺田会長のあいさつ

平

成

十

九

年

度

総

会

報

告

平
成
１９
年
度
同
窓
会
総
会
が
、
６
月
２３
日

（土
）
１７
時
よ
リ
ホ
テ
ル
コ
ン
コ
ル

ド
浜
松
に
て
開
催
さ
れ
た
。

同
窓
生
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、

議
事
を
討
議
、

承
認
し
た
。

浅
羽
校
長
か
ら
は
、

同
窓
会
か
ら

の
支
援
、

協
力
に
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、

学
校
と
し
て

も
、

同
窓
会
の
活
性
化
、

事
務
局
の

設
置
に
関
し
て
、

協
力
は
惜
し
ま
な

い
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
現
在
の
母
校
に

つ
い
て
、

「中
等
部
の
一
期
生
が
高
校
３
年
生

に
進
級
し
進
路
を
決
め
る
時
期
に
な

つ
て
い
る
。

生
徒
、

職
員
と
も
に
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
の
こ
と

で
あ
つ
た
。

続
い
て
、

部
活
の
結
果
や
、

現
役

生
の
活
躍
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。

本
年
の
議
題

１
口

平
成
１８
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
承
認

（監
査
報
告
）

２
口

平
成
１８
年
度

「新
春
の
集
い
」

の
事
業
報
告
と
決
算
報
告

（会
計
監

査
）

３
．

平
成
１９
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
を
受
け

た
。

そ
の
他

①
平
成
１９
年
度
評
議
員
の
依
属

昨
年
度
に
実
施
さ
れ
た
見
直
し
の
結

果
選
出
さ
れ
た
新
評
議
員
を
委
託
す

る
事
を
承
認
し
た
。

評
議
員
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
学
年

に
は
、

評
議
員
の
人
選
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。

①
同
窓
会
館
の
事
務
局
設
置

同
窓
会
の
事
務
は
ど
ん
な
内
容
か
？

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
は
大
文
夫
か
？

同
窓
会
の
事
務
処
理
を
学
校
ま
か
せ

に
し
て
い
る
現
状
を
脱
却
し
、

み
ず

か
ら
管
理
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

西
高
同
窓
会
た
る
も
の
、

卒
業
生
が

集
ま
れ
る
サ
ロ
ン
を
持
っ
て
も
当
然

の
組
織
で
あ
る
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

討
議

の
結
果
、

事
務
局
を
同
窓
会
館
内
に

設
け
る
事
、

資
料
室
の
改
装
の
提
案

が
了
承
さ
れ
た
。

Ｏ
同
窓
会
報
の
全
員
送
付

第
４９
号
よ
り
希
望
者
の
み
に
発
送
し

て
い
た
が
今
年
度
は
終
身
会
員
全
員

へ
の
送
付
が
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
高
４０
回
の
浜
川
正
宏
さ
ん
よ

り

「２
０
０
８
年
新
春
の
集
い
」
の

案
内
が
あ
り
、
「チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
、

広
告

へ
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
発
表
が
あ
っ
た
。

同
窓
会
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

会
報
の
発
行
　
　
　
　
８
月
１
日

慰
霊
祭

・
役
員
会
　
　
１１
月
１７
日

講
演
会

（中
村
勲
氏
）
１１
月
２０
日

新
春
の
集
い

平
成
２０
年
１
月
２
日

同
窓
会
入
会
式

・
西
出
賞
授
与
式

２
月

２８

日

懇

親

会

本
年
度
は
例
年
８
月
に
行
わ
れ
て

い
た
役
員
懇
親
会
を
懇
親
会
と
改

め
、

総
会
に
引
き
続
き
開
催
し
た
。

年
間
に
行
わ
れ
て
い
る
役
員
会
他
各

会
合
の
回
数
を
減
ら
し
て
、

そ
れ
ぞ

れ
に
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い

た
だ
き
た
い
と
の
試
み
で
あ
る
。

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
評
議
員
の
見

川島相談役の音頭で乾杯 !

直
し
に
よ
り
、

新
し
く
評
議
員
と
な

っ
た
同
窓
生
と
の
顔
合
わ
せ
の
場
と

す
る
と
共
に
、

学
年
を
越
え
た
交
流

と
情
報
収
集
の
機
会
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
趣
旨
で
あ
つ
た
が
、

予

測
を
上
回
る
、

総
会
出
席
者
１
０
０

名
の
ほ
と
ん
ど
が
懇
親
会
に
も
参
加

し
、

交
友
を
深
め
た
。

役
の
音
頭
で
乾
杯
の
後
、

自
由
な
席
に
座
り
、

食
事
は
好
き
な

物
を
取
り
に
行
く
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

で
進
め
ら
れ
た
。

総
会
で
は
発
言
し
難
か
っ
た
意
見

や
、

個
人
的
な
お
知
ら
せ

ｏ
現
状
報

告
、

ま
た
久
し
ぶ
り
に
総
会
と
懇
親

会
に
参
加
し
て
の
感
想
な
ど
の
発
言

も
あ
り
、

総
会
の
真
剣
な
雰
囲
気
と

は

一
転
、

世
代
を
越
え
た
娠
や
か
で

楽
し
い
歓
談
と
な
っ
た
。

席
上
、

去
る
６
月
８
・
９
日
に
行

わ
れ
た
西
高
の
文
化
祭

「彩
西
祭
」

の
様
子
が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
、

現
在
の
母
校
の
風
景
を
興
味
深
く
楽

し
ん
だ
。
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懇親会風景

▲対局前

▼対戦中 (右が出田氏)

同窓会の盛 り上げ世代 ! 来年もこの貫禄で、お元気で !

早わA 女性参加者、貴重です。

力
挙
ゴ

西
高
岡
窓
か
ら
一
人
目
の
将
棋
ア
マ
名
人

平
成
１８
年
８
月
２８
日
に
行
わ
れ
た
第

６０
回
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
名
人

戦
全
国
大
会
で
山
田
洋
次
氏
が
優
勝

し
た
。
こ
の
大
会
で
は
３０
年
前
の
第

３０
回
で
、

同
じ
く
西
高
出
身
の
芝
稔

氏

（高
１８
回
）
が
優
勝
し
て
い
る
。

山
田
　
洋
次

（高
４８
回
理
）

ア
マ
チ

ュ
ア
名
人
戦
は
６０
年
と
歴

史
も
古
く
、

将
棋
愛
好
者
な
ら
誰
も

が
憧
れ
る
棋
戦
で
す
。

そ
の
棋
戦
で
優
勝
で
き
、

ア
マ
名

人
に
な
れ
た
の
は
３０
代
に
な
つ
て
か

ら
。

頭
脳
を
使
う
世
界
で
は
最
盛
期

は
２０
代
半
ば
と
い
う
常
識
が
あ
っ
た

の
で
、

全
国
タ
イ
ト
ル
に
は
も
う
縁

が
無
い
と
思
っ
て
い
た
所
で
し
た
。

結
果
が
つ
い
て
こ
な
い
時
も
あ
り
ま

し
た
が
、

腐
ら
ず
に
努
力
を
し
て
い

た
事
が
実
を
結
び
ま
し
た
。
自
分
の

好
き
な
言
葉
は

『
セ
レ
ン
デ
イ
プ
イ

テ
イ
』
で
す
。

運
命
と
い
う
の
は
努

力
し
た
人
に
偶
然
と
い
う
橋
を
か
け

て
く
れ
て
、

幸
運
を
見

つ
け
出
す
と

い
う
意
味
で
す
。

今
回
は
幸
運
を
掴

め
ま
し
た
。

将
棋
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
、

小

学
校
二
年
生
の
と
き
に
兄
が
友
人
か

ら
将
棋
の
ル
ー
ル
を
教
わ

っ
た
後
、

家
で
指
す
相
手
が
い
な
い
の
で
対
戦

相
手
が
欲
し
く
て
ル
ー
ル
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
自
分
が
勝

つ
よ
う
に

な

っ
た
ら
指
し
て
く
れ
な
く
な

つ
た

の
で
す
が
、

そ
れ
が
運
命
的
な
出
会

い
で
し
た
。

小
学
校
の
時
は
親
威
に

ち
よ
う
ど
将
棋
好
き
な
叔
父
が
い
た

の
で
、

そ
の
人
と
指
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
の
思
い
出
は
、　

一
年
生
の
時

に
全
国
高
校
選
手
権
の
県
代
表
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。

全
国
大
会
で
は
２

回
戦
で
強
豪
に
負
け
て
残
念
な
結
果

で
し
た
が
、

そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ

て
、

浜
松
西
高
校
に
将
棋
部
が
出
来

た
事
が
嬉
し
い
で
す
。

高
校
最
後
の

夏
に
全
国
高
校
竜
王
戦
で
優
勝
し
て
、

全
校
生
徒
の
前
で
優
勝
カ
ツ
プ
を
受

け
取

っ
た
の
は

一
番
印
象
に
残

っ
て

い
ま
す
。

優
勝
し
た
後
に
プ

ロ
の
育

成
機
関
で
あ
る
奨
励
会
を
受
験
し
よ

う
か
迷
い
ま
し
た
が
、

将
棋
は
趣
味

の

一
つ
と
割
り
切
っ
て
い
た
の
で
、

大
学
進
学
す
る
事
に
決
め
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
対
戦
は
、

現
プ

ロ
の
瀬
川
さ
ん
と
の
対
戦
で
す
。
「サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
挑
戦
」
で
年
齢
制
限

の
壁
を
破
リ
プ
ロ
に
な
つ
た
の
で
す

が
、

ア
マ
チ

ュ
ア
時
代
は
十
何
局
当

た
り
、

少
し
勝
ち
越
し
て
い
ま
し

た
。

立
場
を
変
え
、

ア
マ
代
表
対
プ

ロ
と
し
て
対
戦
し
ま
し
た
。

結
果
は

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
収
穫
は
あ

り
、

勝
負
を
楽
し
め
ま
し
た
。

現
在
、
リ
コ
ー
に
勤
務
し
て
い
て
、

リ
コ
ー
将
棋
部
の
主
将
を
務
め
て
い

ま
す
。

ア
マ
棋
界
の
ト
ッ
プ
集
団
を

担
う
企
業
チ
ー
ム
の
主
将
と
し
て
の

責
任
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

部
と
し

て
は
強
い
人
ば
か
り
で
も
無
い
の
で
、

モ
ッ
ト
ー
は
皆
で
楽
し
く
を
目
指
し

て
年
２
回
の
合
宿
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

仕
事
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

エ
ア
な

の
で
す
が
、

将
棋
で
培
っ
た
先
を
読

む
力
や
考
え
方
が
仕
事
に
役
に
立
つ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
エ
ア
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
と
し

て

「
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
」
だ

け
で
な
く

「ゼ
ロ
ベ
ー
ス
思
考
Ｌ
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
」
の
考
え
方
も
必

要
で
す
。

「ゼ
ロ
ベ
ー
ス
思
考
」
と

は
、

『
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考

え
る
事
』
で
す
。

「ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

キ
ル
」
と
は
、

『
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ
や
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
思
考
の
結
果

を
お
客
様
に
分
か
り
易
く
説
明
す
る

力

・
ユ
ー
ザ
ー
要
望

（意
図
）
を
汲

み
取
る
力
』
で
す
。

今
は
超

一
流
の

Ｓ
Ｅ
を
目
指
し
て
日
夜
仕
事
に
励
ん

で
い
ま
す
。

．王
り
在
Ｇ
圧
何
〓
”ま

ま
ま
＼
ヽ



平成 19年 8月 1日 浜 松 西 高 同 窓 会 報 第 51号 (4)

平成18年度 静 岡県立浜松西高等学校同窓会一般会計決算書

収 入 の 部

収入総額   18,735,470円
支出総額   2,950,358円
差引残高   15,785,112円

(単位 :円)

平成19年 5月 8日

以上のとおり報告します。      静 岡県立浜松西高等学校同窓会  会  長  寺  田  一  彦

会 計 田 中 範 雄

上記の決算について証拠書類、出絡簿を精査したところ、適正かつ正確であることを認めます。

平成19年5月 8日  会 計監査 前 日 米 蔵 ③ 会 計監査 磯 部 育 夫 ③

平成19年度 静 岡県立浜松西高等学校同窓会一般会計予算書

収 入 の部

収入総額   19,744,000円
支出総額   19,744,000円
差引残高       0円

(単位 :円)

科   目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 備 考

繰 越 金 15.296,028 15。296.028 前年度繰越金

入  会   金 3,015,000 3,015,000 高59回卒業生201名

基金利 子配分金 甲子園出場記念基金利子配分金

繰 入 金 1.000.000 201,532 -798,468 新春の集い剰余金

雑 収 入 2.772 21.710 18,938 預金利子、同窓会名簿代等

記 念 誌 売 上 金 200,000 200,000 「西出台に立つ」販売代金

合  計 19,515,000 18,735,470 -779‐530

支 出の部
科    目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 備 考

1 事 務 費 850,000 380,009 469.991

事 務 局 費 300,000 239,834 60,166

需  要  費 550,000 140,175 409,825 複写機 リース料等

2 会 議 費 350,000 266,358 833642

総  会  費 200,000 129,362 70.638 総会会議費

役 員 会 費 150,000 136,996 13,004 役員会会議費
3 事 業 費 3,000,000 2,303,991 696.009

会  報  費 1,500,000 1,109,331 390.669 ホームページ運営費、会報印刷代・送料、会報編集委員会運営費等

助  成  費 1,500,000 1,194,660 305。340 慰霊祭、春料、激励費、歓送迎会、     助 費、西山賞、後援会謝礼等
4 予 備 費 15,315,000 15.315,000

予  備  費 15,315,000 15,315,000

合   計 19,515,000 2・950。358 16.564.642

科   目 本年度予算額 前年度予算額 増   減 説 明

繰 越 金 15,785,112 15,296,028 489,084 前年度繰越金

入 金 2,940,000 3,015,000 -75,000 高60回卒業生(196名)

基金利 子配分金 5,900 甲子園出場記念基金利子配分金

繰 入 金 1,000,000 1,000,000 新春の集い剰余金

雑 収 入 12,988 2,772 10,216 預金利子、名簿代

記 念 誌 売 上 金 200,000 -200,000 「西山台に立つ」販売代金

合   計 19.744,000 19‐515‐000 229,000

支 出の部
科    目 本年度予算額 前年度予算額 増    減 説 明

1 事 務 費 1,650,000 850.000 800,0000

事 務 局 費 150,000 300,000 …150,000 事務局会議費、事務処理費

需  要  費 1,500,000 550,000 950,000 事務室改修費、複写機ジース料他
2 会 経 費 650,000 350,000 300,000

総  会  費 500,000 200.000 300,000 総会会議費

役 員 会 費 150,000 150,000 役員会会議費

3 事 業 費 4,700,000 3.000,000 1,700,000

会  報  費 3,200,000 1,500,000 1,700,000 ホームページ運営費、会報印刷代・送料、会報編集委員会運営費等

助  成  費 1,500,000 1.500.000 慰霊祭、香料、激励費、歓送迎会、      費 、西出賞、後援会謝礼客
4 予 備 費 12,744,000 15.315.000 -2,571,000

予  備  費 12,744,000 15.315.000 …2,571,000

合   計 19,744.000 19_515_000 229,000

※科日間の流用を認める
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＼
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二
〇
〇
七
年

「新
春
の
集
い
」
を
終
え
て

代
表
幹
事

岩
測
千
江
（高
３０
回
）

去
る
平
成
１９
年
１
月
２
日
、

グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
で
の
、

毎
年
恒
例

「新
春
の
集
い
」
に
ご
参
加
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「あ
り
が
と
う
。

楽
し
か

っ
た

よ
。

」
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
方

の
お
顔
は
今
で
も
鮮
明
に
浮
か
ん
で

き
ま
す
。

我
々
３９
回
卒
幹
事
の
テ
ー
マ

〈西

遊
帰
）
で
は
世
代
を
超
え
た
大
勢
の

同
窓
生
た
ち
と
西
高
時
代

へ
と
遊
び

に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

数
々

の
趣
向
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

・
歓
談
の
時
間
を
最
大
限
と
る
べ
く
、

恒
例
の
抽
選
会
は
入
場
時
に
行
予名

・
当
日
は
名
札
を
着
用
し
、

交
流
促

進
の
手
助
け
を
す
る
。

・
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
チ
ケ
ッ
ト
代

金
を
安
く
す
る
。

・
幹
事
に
よ
る

西
遊
記

ヨ
ス

プ
レ
お
よ
び

記
念
撮
影
。

情
熱
の
フ
ラ

メ
ン
コ
。

・
世
代
を
超
え
た
人
物
の
見
え
る
記

そ
し
て
、

初
の
試
み
と
な
り
ま
す

〈現
役
高
校
生
〉
で
あ
る
吹
奏
楽
部

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
こ
と
で
、

迫
カ

あ
る
生
演
奏
で
の
校
歌
斉
唱
。

皆
様

現
役
時
代
を
思
い
出
さ
れ
た
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

実
現
に
当
た

つ
て

は
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
、

ご
理
解
、

ご

協
力
あ

っ
て
の
こ
と

と
、

心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、

還
暦
を
迎

え
ら
れ
た
高
１７
回
卒

の
皆
様
の
鏡
開
き
、

歌
声
は
力
強
く
熱
気

あ
ふ
れ
る
も
の
で
し

た
。

記
念
誌
で
す
が
、

配
布
後
に
多
く

の
方
々
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、

た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
つ
て
お

り
ま
す
。

学
校
側
の
ご
協
力
で
現
役

中
高
生
の
皆
様
に
も
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

後
輩
た
ち

へ
同
窓

会
と
い
う
存
在
を
知
ら
し
め
る

一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

思
え
ば
、

幹
事
会
の
活
動
は
常
に

〈人
が
集

ま
ら
な
い
〉

の
連
続
で
、

簡
単
な
も

の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、

当
日
、

地
元
は

も
と
よ
り
遠
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

同
期
生
が
駆
け

つ
け
て
く
れ
て
感
激

し
ま
し
た
。

活
動
中
に

は
た
く
さ
ん

の
出
会
い
も

あ

り

ま

し

た
。

皆
様
に

支
え
ら
れ
、

励
ま
さ
れ
な

が
ら
無
事
、

役
目
を
果
た

す
こ
と
が
で

き
た
と
い
う

達
成
感
は
何

事
に
も
替
え

ら

れ

ま

せ

ん
。現

在
、

後

を
引
き
継
い

だ
４０
回
卒
の

皆
さ
ん
は
更

2007年 新春の集い 決 算毒

平成19年 3月 23日

以上の通 りご報告申し上げます。
静岡県立浜松西高等学校

高39回卒 同窓会幹事会 代 表幹事 岩測 千 江 ①
会  計 中村 良 弘 ③

上記の通 り正確に処理され適正と認めます。
平成19年 3月 23日

会計監査 前日 米 蔵 ③
会計監査磯部 育夫 ③

高
１７
回
　
鏡
開
き

に
変
化
の
あ
る

「新
春
の
集
い
」
を

作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

「新
春
の
集

い
」
が
、

皆
様
に
と
つ
て
の
一
年
を

飾
る
ス
タ
ー
ト
と
な
る
集
い
と
な
り

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

西
高
同

窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

同
窓
生

の
皆
様

の
ご
健

康
を
祈

念
し
て

ご
報
告

と
さ
せ

て
い
た

だ
き
ま

来
年
度
幹
事

へ
引
き
継
ぎ

(単位 :円)

収

入

の

部

項 目 金 額 備 者

広 告 売 上 10,141,055 488社 (昨年実績34朝土)

チケット売上 4,131,700 690枚 (昨年実績798枚 )

雑 収 入 101,242 当日ご祝儀(¥100,000)
預金末」患(¥1,242)
□座開設費年1)

収 入 合 計 14,374,087

(単位 :円)

支

　

　

出

都

の

項 目 金 額 備 者

会 場 費 7,301,623 当日参掛提鏑爪拒賞隔発朝節慨曙)

景 品 費 525,710 瀬晶〕以ムDVDb3づい、

印 刷 費 3,087,196 総 跡 、封鶴、創

活

動

費

置信 費 317,912 葉書、切手、]暇邸ゝ 通信費等

会議 費 1,082,931 幹事会、部会経費

覇 爵島費 99,222 文=用紙     筆 記具等

葉 藤 費 655,314 広告駄

その他雑費 3,850 娠込手数料等

そ の 他 328,796 j―パ引ヵづル費、新略 八馳

納 会 費 770,001 □座開設費伴1)を含お

次年度準備金 201,532 同窓会ヘ

支 出 合 計 14,374,087
，重

リ
モ
付
Ｅ
Ｇ
〓
．掌

挙
章
＼
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P

平
成
十
九
年
二
月
十
七
日
、
ジ
エ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
コ

ン
ヨ
ル
ド
浜
松
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
部
は
浜
松
信
用
金
庫
理
事
長

御
室
健

一
郎
さ
ん

（高
１６
回
）
の
講

演
を
行
い
、

第
二
部
は
懇
親
会
で
年

代
を
越
え
た
、

楽
し
く
有
意
義
な
ひ

と
時
と
な
り
ま
し
た
。

御
室
健

一
郎
さ
ん
は

「こ
の
四
月

よ
り
政
令
指
定
都
市
に
な
る
浜
松

は
、

山
間
部
が
加
わ
り
大
変
広
域
な

都
市
に
な
り
、

特
色
を
発
揮
し
、

皆

で
知
恵
を
だ
し
て
新
し
い
浜
松
を
創

造
し
よ
う
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、

宮
崎
護
さ
ん

（高
１０
回
）
の
指
揮
に

よ
り
、

松
ポ
ッ
ク
リ
と
雄
踏

ハ
ー
モ

ニ
カ
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
で
、

『
高

校
三
年
生
』
他
数
曲
を
演
奏
し
て
頂

き
ま
し
た
。

ま
た
最
後
に

『荒
城
の

月
』
の
独
奏
も
あ
り
、　

ハ
ー
モ
ニ
カ

の
素
晴
ら
し
さ
に
、

会
場
は
拍
手
大

喝
采
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、

今
年
度
よ
り
相
談
役
と

し
て
ご
就
任
を
頂
く
こ
と
と
な
つ
た

河
合
九
平
先
生

（元
浜
松
市
教
育
委

員
長
）
に
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
各
回
卒
の
中
よ
り
数
名
ず

つ
合
計

一
一
四
名
が
参
加
。

西
高
同

窓
生
と
し
て
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
を
図
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

（高
１１
回
　
松
山
重
男
）

平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
、

高
校

第
９
回
卒
業
の
同
窓
会
が
、

浜
松
名

鉄
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

恩
師
児
玉
二
郎
先
生
、

村
上
清
先
生

ご
臨
府
の
下
、

卒
業
後
五
十
年
経
過

し
た
歳
月
を
感
じ
さ
せ
な
い
有
意
義

な
催
し
で
し
た
。

榎
吉
リ
ー
ダ
ー
の
指
擦
に
よ
る
、

校
歌
、

応
援
歌
の
斉
唱
に
大
い
に
盛 河合九平先生

据を室誓後青:蓮

「
●●B……3886■●

■

穏ユ衡審劣平釘菖
の と め 会 ン 成 ::師

澄脅盆躍査公:貫出 り学 催 テ 年 :

長&窪軍番泉:滅
少 れ 窓 た て ^ :

々 の 会
°
高 日 : 8 5

発展ふ窒督X歌.資w.孟.ポ

り
上
が
り
、

古
希
を
迎
え
る
二
年
後

の
再
会
を
誓
い
合
い
、

散
会
致
し
ま

し
た
。

（高
９
回

松
山
吉
男
）

高
何
口
学
年
同

4畏登衣盗ゴ十:登

円
０
蟹
吾

総
勢

日にし同ぞ

し
た
表
情
で
受
付
を
通
る
人
も
多
か

っ
た
の
で
す
が
、

思
師
の
入
場
、
自

己
紹
介
、

歓
談
タ
イ
ム
、
と
時
間
が

進
む
に
つ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
　
２
０
０
８
年
新

春
の
集
い
代
表
幹
事
予
定
者
よ
り
、

学
年
の
団
結
を
誓
う
言
葉
、

応
援
団

長
に
よ
る
エ
ー
ル
、

校
歌
と
続
き
、

話
は
尽
き
な
い
ま
ま

一
次
会
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

二
次
会
で
は
予
想
以
上
の
参
加
と

い
う
こ
と
で
予
約
し
て
あ
っ
た
店
は

満
席
、

立
っ
た
ま
ま
の
人
も
多
数
と

い
う
状
況
で
あ
ち
こ
ち
で
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
、

一
次
会
で
約
八
十
名
、

二
次
会
で
も
約
六
十
名
。

当
時
違
う

ク
ラ
ス
で
話
も
し
な
か
っ
た
人
た
ち

も
、

十
九
年
の
時
を
経
て
、

気
軽
に

話
せ
る
場
面
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
よ
う
で
す
。

（高
４０
回
幹
事
　
渡
辺
／
土
屋
）

4....コ"8●●●●“日"F

平
成
十
九
年
二
月
二
日

（土
）
午

後
六
時
よ
り
、

ホ
テ
ル
コ
ン
コ
ル
ド

浜
松
二
階
海
の
間
に
於
い
て
開
催
し

た
。

今
年
も
恩
師
四
氏
を
お
迎
え
し
、

遠
来
の
者
を
含
め
同
窓
生
七
十
人
名

の
参
集
を
得
て
、

和
や
か
に
交
流
、

親
睦
を
深
め
た
。

こ
の
会
の
母
体
と
な
つ
た
集
ま
り

は
、

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

『
な
か
よ
じ

ク
ラ
ブ
』
で
あ
る
。

そ
の
会
員
の
中
で
同
窓
会
の
話
が

持
ち
上
が
り
、

会
の
名
称
も
１１
回
卒

業
と
い
う
事
で

「十

一
」

『
士
』

（さ
む
ら
い
）
と
命
名
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

（幹
事
ク
ラ
ス
代
表
　
鈴
木
健
）
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第
二

一
回
浜
松
西
高
同
窓
ゴ
ル
フ

大
会
が
、

平
成
十
九
年
五
月
二
十
二

日

（火
）
に
浜
名
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、

朝
か
ら
す
ば
ら
し
い
ゴ
ル
フ
日
和
の

天
気
と
な
り
二

一
〇
名
以
上
の
参
加

に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

浜
名
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
グ

リ
ー
ン
改
修
も
終
了
し
、

お
天
気
に

も
恵
ま
れ
文
句
の
つ
け
よ
う
も
な
い

す
ば
ら
し
い
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
の
中

で
参
加
者
全
員
が
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
思
う
存
分
発
揮
し
よ
う
と

奮
闘
し
、

Ｏ
Ｂ
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た

一
日
で
し
た
。

優勝 した鈴木信弥さん (高28回)

気
に
な
る
総
合
優
勝
は
鈴
木
信
弥

さ
ん

（高
２８
）
が
潮
見
４３
　
中
４７
の

グ
ロ
ス
９０
　
ネ
ッ
ト
６９
・
６
の
成
績

で
見
事
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

総
合
成
績

優
　
勝
　
　
鈴
木
信
弥

（高
２８
回
）

グ
ロ
ス
９０

ネ
ッ
ト
甲

６

準
優
勝
　
　
松
本
清
明

（高
３０
回
）

グ
ロ
ス
８２

ネ
ッ
ト
中

０

〓
一　
位
　
　
山
口
　
斌

（高
７
回
）

グ
ロ
ス
８６

ネ
ッ
ト
雫

４

ゴ
ル
フ
場
の
ご
尽
力
で
表
彰
パ
ー

テ
イ
ー
も
早
く
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、

表
彰
式
は
、

賞
品
現
金
等
、

約
二
十
法
人
、

個
人
よ
り
協
賛
を
頂

戴
し
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
，ス

」ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
チ
ヤ
リ
テ
イ
ー
を
行
い
多

く
の
方
々
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
の
善
意
を
携
え
た
幹
事
代
表
が

六
月
五
日
　
浜
松
市
役
所
の
鈴
木
康

友
市
長
を
訪
問
し
、

浜
松
市
市
民
協

働
推
進
室
基
金
「は
ま
ま
つ
夢
基
金
」

へ
の
寄
付
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
募

金
十
万
円
を
手
渡
し
市
長
よ
り
お
礼

の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

こ
の
場 表彰パーティー

を
借
り
て
ご
報
告
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

お
社
の
こ
と
ば

第
二
十

一
日
浜
松
西
南
同
な
ゴ
ル
フ
大
会

実
行
委
員
会
　
有
志
　
様

あ
な
た
き
ま
に
は
帯
日
ご
ろ
市
政
発
展
の
う
え
に

仰
配
慮
御
機
力
を
用
っ
て
お
り
ま
す
が
　
さ
ら
に

こ
の
た
び
は
　
心
あ
た
た
ま
る
第
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
て
　
機
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

そ
の
　
御
淳
志
に
対
し
ま
し
て
　
表
心
よ
り
淳
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

浜
松
市
政
は
市
民
路
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
図
り
　
市
民
が
主
体
と
な

っ
て
大
切
な
ま
ち

を
守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
て
　
あ
な
た
き
ま
の
御
浮
志
に
お

報
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
　
今
後
と
も
格

段
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す

平
成
十
九
年
六
月
五
日

浜
松
市
長
　
鈴
木

康

抱

浜松市から戴いた感謝状

今
回
の
浜
松
西
高
同
窓
ゴ
ル
フ
大

会
は
前
回
か
ら
六
ケ
月
の
準
備
期
間

し
か
な
く
、

な
に
か
と
至
ら
ぬ
点
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
皆
様
の
お

力
添
え
に
よ
り
何
と
か
無
事
と
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
学
年
同

窓
会
幹
事
の
皆
様
、

浜
名
湖
Ｃ
Ｃ
の

ご
担
当
者
の
皆
様
、

ご
協
賛
を
頂
戴

し
た
企
業
、

個
人
の
皆
様
、

ほ
か
関 チャリティー当選者

係
者
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

新
春
の
集
い
に
次
い
で
こ

の
よ
う
な
大
人
数
で
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
恒
例
行
事
と
な
つ
た

こ
の
同
窓
ゴ
ル
フ
大
会
、

今
後
と
も

さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

（幹
事
　
高
２８
回

一
同
）

蛸
温
観
盟
題
聞
鎚
鬼
揃
盟
駆

野
球
は
雨
天
の
た
め
中
止

創
部
六
十
周
年
記
念
式
典
と

第
二
十
二
回
対
浜
松
北
高
定
期
戦

平
成
十
八
年
度
、

サ
ン
カ
ー
部
は

創
部
六
十
周
年
を
迎
え
た
。

人
月
五

日
に
は
浜
松
名
鉄
ホ
テ
ル
で
創
部
六

十
周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ
、

多
く

の
Ｏ
Ｂ
や
現
役
生
徒
、

元
顧
問
や
父

母
会
関
係
者
が
集
ま
り
、

県
西
部
サ

ツ
カ
ー
関
係
者
を
お
招
き
し
て
、

盛

大
な
式
典
が
行
わ
れ
た
。

翌
六
日
に
は
創
部
六
十
周
年
記
念

試
合
及
び
第
二
十
二
回
浜
松
西
高
校

・
浜
松
北
高
校
サ
ツ
カ
ー
定
期
戦
が

遠
州
灘
海
浜
公
園
球
技
場
で
行
わ
れ

た
。

定
期
戦
で
は
若
手
Ｏ
Ｂ
、

中
堅

Ｏ
Ｂ
の
活
躍
も
あ
り
、

浜
松
西
高
校

が
勝
利
を
収
め
、

通
算
成
績
を
浜
松

西
高
校
の
十
六
勝
十
四
敗
三
分
と
し

た
。記

念
試
合
で
は
高
等
部
現
役
生
が

浜
松
湖
亮
高
校
と
戦
い
、

中
等
部
現

役
生
が
丸
塚
中
学
と
戦
っ
た
。

高
等

部
は
残
念
な
が
ら
敗
戦
と
な
つ
た
が
、

中
等
部
は
見
事
な
勝
利
を
収
め
た
。

そ
の
他
、

チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ツ
カ
ー
、

怪
童
ク
ラ
ブ
と
浜
西
Ｏ
Ｂ
の
試
合
も

行
わ
れ
、

全
員
が
サ
ッ
カ
ー
の
素
晴

ら
し
さ
と
楽
し
さ
を
実
感
し
た

一
日

で
あ
つ
た
。

定
期
戦
は
、

毎
年
八
月

第

一
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、

来

年
度
以
降
も
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
参
加
を

お
願
い
し
た
い
。

第
二
十
二
固
定
期
戦
結
果

現
役
戦
　
　
浜
西

１
‐
１

浜
北

５０
歳
以
上
戦

浜
西

０
，
０

浜
北

３５
歳
以
上
戦

浜
西

２
１
０

浜
北

若
手
Ｏ
Ｂ
戦

浜
西

７
１
０

浜
北

混
合
戦
　
　
浜
西

８
１
２

浜
北

通
算
　
浜
西
１６
勝
１４
敗
２
分

創
部
六
十
周
年
記
念
試
合

高
等
部
　
浜
西

２
１
４
　
湖
東

中
等
部
　
浜
西

４
１
１
　
丸
塚

Ｏ
Ｂ
戦
　
浜
西

４
１
０
　
怪
童
Ｃ

（サ
ツ
カ
ー
部
顧
間

高
２９
回
大
瀬
裕
市
）

幹事代表挨拶

至
り
に
ｃ
Ｅ
何
〓
．多

諄
車
＼
ヽ
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＼
＼
電
〓
〓
歩
的
ヨ
ゆ
ユ
∽
至
・

撤

勲

の

人

平
成
十
九
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

猪
俣
　
正
孝
（高
７
回
）

瑞
宝
双
光
章

佐
原
　
晃
久
（高
７
回
）

猪
俣
　
正
幸

（高
７
回
）

は
か
ら
ず
も
平
成
十
九
年
五
月
十

日

（木
）
法
務
省
に
て
勲
記

・
勲
章

の
伝
達
を
受
け
、

引
き
続
き
皇
居
春

秋
の
間
に
於
い
て
、

天
皇
陛
下
に
拝

謁
の
栄
を
賜
り
ま
し
て
感
激
の
極
み

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
早

速
両
親
の
仏
前
に
報
告
い
た
し
ま
し

た
。

気
の
せ
い
か
両
親

の
写
真
が

「
ニ
ヨ
ン
」
と
笑
っ
た
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。

小
学
校
四
年
生
の
時
母
を

亡
く
し
、

四
年
後
の
中
学
二
年
の
時
、

父
が
他
界
い
た
し
ま
し
た
。

何
の
親

孝
行
も
で
き
な
く
て
、

今
や
っ
と
両

親
の
笑
顔
の
写
真
を
見
て
、　

一
つ
親

孝
行
が
で
き
た
か
な
と
、

思
っ
て
い

ま
す
。

更
生
保
護
に
関
す
る
仕
事
は
昭
和

三
十
年
、

西
高
　
　
　
し
、

駒
沢
大

学
に
入
学
し
、

　

　

　

（静
岡
県
人

会
）
主
催
の
夏
期
伝
道

（子
供
会
、

幼
稚
園
、

小
学
校
、

施
設
訪
問
等
）

以
来
行
っ
て
約
五
十
年
に
も
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
十

一
月
ょ
り
六
年

間
、

曹
洞
宗
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
開
教
師

（キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
当
た
る
）

と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
南
米
別
院
仏

心
寺
に
勤
務
し
、

禅
や
日
本
文
化
を

布
教
。

帰
国
後
、

昭
和
四
十
二
年
九

月
ょ
り
高
林
寺
住
職
を
拝
命
し
、

そ

の
傍
ら
、

民
生
児
童
委
員
、

保
護
司

等
の
仕
事
に
も
関
わ
ら
せ
て
戴
き
、

現
在
県
保
護
司
会
連
合
会
の
会
長
を

務
め
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

浜
松
の

「や
ら
ま
い
か
精
神
」
は

西
高
時
代
の
思
い
出
、

体
育
祭
の
仮

撲
布
列
の
時
、

鴨
江
の
観
音
様
か
ら

張
子
の
象
を
借
り
て
き
て
、

イ
ン
ド

の
美
女
に
変
身
し
た
こ
と

（本
来
は

小
心
者
で
、

は
ず
か
し
く
て
と
て
も

で
き
な
い
が
）
、

や
ら
ま
い
か
精
神

が
強
い
力
と
な
っ
て
、

い
つ
の
間
に

か
行
動
し
て
い
た
の
で
す
。

ふ
り
返
っ

て
み
る
と
、

郷
上
の
大
先
輩
、

金
原

明
善
翁
の
更
生
保
護
、

改
善
の
精
神

を
受
け
継
い
で
こ
ら
れ
た
の
も
、

原

点
は
我
が
母
校
西
出
台
に
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

冬
の
寒
い
北
風
に
も

負
け
な
い
強
い
身
体
と
心
を
鍛
え
て

く
れ
た
西
出
台
の
お
陰
で
す
れ
こ
の

時
代
に
育

っ
た
生
徒
は
み
ん
な

「や

ら
ま
い
か
精
神
」
を
持

っ
て
い
ま

そ
の
一
人
に
同
級
生
で
偉
大
な
大

畔
期
朔
神

纂
律
端
　
　
　
脚
鯛
線
押

で
、

ご
く
普
通
の
道
を
進
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

松
下
　
一
裕

（高
２６
回
）

平
成
１８
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

に
て
、

全
国
で
１
２
７
名
が
表
彰
を

受
け
た
。

松
下
氏
は
、

大
学
卒
業
後

一
貫
し

て
、

浜
松
市
の
障
害
者
福
祉
行
政
に

従
事
。
自
ら
も
疾
病
の
た
め
８
年
前

か
ら
車
柿
子
使
用
し
、

政
令
指
定
都

市
浜
松
の
障
害
者
福
祉
の
一
翼
を
に

な
つ
て
い
る
。

「２８
年
間
、

障
害
福
祉
行
政
に
従
事

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
障
害
者
に

対
す
る
社
会
的
環
境
の
良
い
変
化
を

感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
の

ひ
と
つ
が
早
稲
田
大
の
後
輩
で
あ
る

乙
武
君
の
マ
ス
コ
ミ
ヘ
の
登
場
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

障
害
を
持

つ
方

（身
体
、

知
的
、

精
神
）
も
自
由
に

外
出
で
き
る
街
の
実
現
に
微
力
な
が

ら
関
わ
つ
て
い
き
ま
す
。

」
と
語
る
。

■
浜
松
や
ら
ま
い
か
大
使
に

委
嘱
さ
れ
る

大
田
　
誠
さ
ん

（高
７
回
）

■
市
勢
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

猪
俣
正
孝
さ
ん

（高
７
回
）

■
平
成
１８
年
秋
の
褒
章

◇
統
計
調
査
功
績
に
よ
り

藍
綬
褒
章
を
受
章

後
藤
　
茂
さ
ん

（高
１５
回
）

◇
業
務
精
励
に
よ
り

黄
綬
褒
章
を
受
章

伊
藤
　
孝
さ
ん

（高
１９
回
）

。ヽ●●●●●●●●口●●●●●●●●コロコ●●コ●●●●●コ】●●●●●●●一●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●一●コ，●●●●●●●●●Ｂ口●●●●●●口Ｂ●●口‥
●●●一●●に

”

「西
山
魂
」
と

「や
ら
ま
い
か
大
使
」
　

豊
か
な
感
性
が
高
い
知
性
を
生
み
、　

”

”　
　
　
　
河
合
九
平

（旧
中
１９
回
）
　

さ
ら
に
旺
盛
な
実
践
力
に
発
展
す
る

”

成
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
に
ま
で
な
つ
た
の
が

〔や
ら
ま
い
か

思
う
に
、

創
立
八
十
年
余
の
歴
史

根
性
〕
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
。

”
を

一
貫
し
て
き
た
精
神
は
、

端
的
に

　

強
靭
な
精
神
力
と
不
撓
不
屈
な
実

”

”

ぃ
支

′
夢

、

」

α
潮

雀

さ

加

た

　

し
　

α
加

た

′．
た

，式

を

ま

し

力

枢

摺

」

“
わ
ゆ
る
〈西
出
魂
〉と
ま
と
め
る
こ
と
　
に
誇
り
を
持
つ
と
き
、
〃
体
が
魚
に

”
が
で
き
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
ま
で
泳
げ

〃
と

〈泳
心

一
路
〉

”
　

そ
れ
は
、

大
洋
と
芙
蓉
峰
を
望
み
、

　
の
古
橋
廣
之
進
氏

（旧
中
１８
卒
）
と
、

”
時
に
空
っ
風
に
さ
ら
さ
れ
る

「西
山

″
体
が
球
に
な
る
ま
で
追
い
か
け
ろ

″

”
台
」
と
い
う
自
然
環
境
の
も
と
、　
と

〈球
心
未
掴
〉
の
大
田
誠
氏

（高

”
〃
文
武
両
道
〃
に
よ
る
〃

若
き
紳
士
″
　
７
卒
）
と
の
お
二
人
が

「や
ら
ま
い

”
の
育
成
と
い
う
建
学
精
神
と
に
よ
り
、　

か
大
使
」
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

“
約
二
万
五
千
人
の
若
者
が
、

己
が
じ
　
と
は
、

新
政
令
市
浜
松
と
母
校
浜
西

“
し
そ
の
青
春
を
燃
や
し
て
掴
み
と
っ
　
の
発
展
に
と
つ
て
ま
こ
と
に
喜
ば
し

い
た
〈生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
〉そ
の
も
の
　
く
、
市
・学
校
に
お
け
る
得
が
た
い

”
で
あ
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
宇
塔
と
な
り
ま
し
よ
う
。

“
　

特
に
、

西
山
台
の
目
指
し
た
学
び
　
（１２
代
校
長

・
元
浜
松
市
教
育
長

・

“
と
は
、

平
易
に
い
え
ば

「五
感

・
五
　
現
浜
名
湾
済
泳
協
会
会
長
）



( 9 ) 第5 1 号 浜 松 西 高 同 窓 会 報 平成 1 9年 8月 1日

日
本
国
家

山
下
邦
雄
氏

（高
フ
回
）

校
舎
二
階
理
科
室
の
隣
に
掛
け
ら

れ
て
い
る
の
が
、
日
本
画
家
出
下
氏

の
作
品

『道
』
で
あ
る
。

高
３５
回
の

卒
業
記
念
に
学
校
に
贈
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、

穏
や
か
な
色
使
い
が
今

も
生
徒
た
ち
の
心
を
癒
し
て
く
れ
て

い
る
。

出
下
氏
は
、

昭
和
３６
年
日
展
初
入

選
。

以
後
毎
年
出
品
し
、

入
選
は
３０

回
を
数
え
る
。

平
成
元
年
に
は

『
馬
』
で
第
２‐
回

日
展
の
特
選
を
受
賞
し
、

平
成
１７
年

第
３７
回
日
展
に
お
い
て

『
チ
ベ
ツ
ト

仏
教
を
舞
う
』
で
二
度
目
の
特
選
を

受
賞
さ
れ
た
。
日
展
で
二
回
特
選
を

受
賞
す
る
と
無
鑑
査
に
な
り
、

そ

れ
以
降
は
審
査
さ
れ
ず
に
、

毎
年
自

由
に
出
品
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
つ
て
い
る
。

受
賞
に
つ
い
て
出
下
氏
は
、

「前
回
の
特
選
受
賞
作
も
仏
教

（釈

迦
）
に
関
連
し
て
い
ま
し
た
が
今
回

も
馬
と
チ
ベ
ッ
ト
密
教
を
題
材
と
し

て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
３
月

に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
日
、

公

演
を
行
っ
た
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｒ

Ｏ
・
ジ
ン
ガ
ロ
を
見
て
の
感

動
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

円
形
テ
ン
ト
の
中
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
生
の
喜
び
と
死

の
恐
れ
を
旗
に
な
び
か
せ
て

走
り
回
る
人
と
馬
。

人
馬

一
体
と
な

っ
て
、

種
を
超
え
る
生
命
の
響
き
合

い
と
で
も
言
う
べ
き
舞
台
に
魅
了
さ

れ
、

ま
た
、

背
景
に
流
れ
る
チ
ベ
ッ

ト
密
教
の
声
明
、

お
香
な
ど
に
よ
り

醸
し
出
さ
れ
る
小
宇
宙
、

異
空
間
の

雰
囲
気
を
伝
え
た
か
っ
た
。

今
後
は

よ
り

一
層
精
進
し
て
納
得
の
行
く
作

品
を
制
作
し
て
行
き
た
い
も
の
と
思

い
ま
す
。

」
と
語
っ
て
い
る
。

山下邦雄氏

埼 日 日 日 教 自現
玉 春 展 本 室 宅 在
県 展 会 美 を で 埼
展 会 友 術 開 児 玉
審 員  家 催 童 県
査   連 し画 さ
員  盟 て とい

会 V ヽ
｀
た

員 る 大 ま°
人 市
の に
日在
本 住
画

°

『拭重』

作者の言葉

風花の舞 う稚氷峠へ旅行 し

たときの印象をもとにその

思い出を心象的に表現 した。

母校にお立ち寄 りの際には

ぜひご覧いただきたい。

『チベット仏教を舞う』150号 『月専』 150芋チ
ヤマハ ジゾー トつま恋 蔵

山
下
氏
の
作
品
収
蔵
崇
内

西
堀
栄
二
郎
記
念
　
探
検
の
殿
堂

（滋
賀
県
東
近
江
市
）

二
階

・
探
検
家
の
殿
堂
に
は
、

西
堀

栄
三
郎
、

自
瀬
醸
、

間
官
林
蔵
、

伊

能
忠
敬
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
、

植
村
直

己
等
４９
人
の
探
検
家
を
、

第

一
線
で

活
躍
す
る
４９
人
の
日
本
画
家
が
描
い

た
肖
像
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

そ

の
中
の
、

モ
ン
ゴ
ル
、

チ
ベ
ツ
ト
を

探
索
し
た
西
川

一
三
氏
を
、

出
下
氏

が
描
い
て
い
る
。

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

（奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
）

万
葉
集
の
歌
に
題
材
を
と
っ
た

一
五

四
点
の
日
本
画
が
収
集
さ
れ
て
い

る
。

出
下
氏
の
作
品
は

『
信
濃
の

春
』

『
信
濃
な
る
千
曲
の
川
の
細
石

も
君
し
踏
み
て
ば
玉
と
拾
わ
む
』
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

幕

纂

■
会
報
の
編
集
を
お
手
伝
い
く
だ
さ

る
方

例
年
８
月
１
日
の
発
行
に
向
け
４
月

か
ら
月
１
～
２
日
程
度
、

同
窓
会
館

資
料
室
に
て
作
業
を
行

っ
て
い
ま

企
画
、

取
材
、

執
筆
、

写
真
撮
影
、

レ
イ
ア
ウ
ト
、

デ
ザ
イ
ン
等
の
作
業

を
行
な
つ
て
い
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
お
手
伝
い

く
だ
き
る
方

①
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
の
管
理

②
写
真
の
修
整
ト
リ
ミ
ン
グ

③
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
制
作

④
デ
ー
タ
管
理

・
・
・
な
ど
、

得
意
な
分
野
だ
け
の

お
手
伝
い
で
も
結
構
で
す
。

■

「活
躍
す
る
同
窓
生
」

「新
刊
紹

介
」
「お
知
ら
せ
」
他
、

会
報
及
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載

す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

口
学
年
同
窓
会
を
開
催
さ
れ
る
幹
事

の
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「お
知
ら

せ
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
後
報
告
記
事
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
、

「同
期
会
」
の
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
連
絡
先
は

浜
松
西
高
同
窓
会

〒

４

３

２
１
８

０

３

８

静
岡
県
浜
松
市
中
区
西
伊
場
町

３
番
１
号

※
各
学
年
評
議
員
ま
た
は

汗ゆ
卜Ｆ
００
す
ｏヨい
ｏ
いのＦ
卜・Ｏヽ
∝　
　
ヰ浜
ネぐ

『信濃の春』

『西川一三像』

だ
〓
の
一Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
〓
．　

　
　
　
＼
＼
”
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理
想
を
求
め
て
～
立
意
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で
の
教
育
～

一
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―

―
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―
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１

８

８

１
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１

１

１

１

１

１

１

８

８
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１
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８

８

８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

８

８

ぃ

大
石
健
次

（高
９
回
）

３８
年
間
の
教
員
生
活
を
終
え
、

若

い
こ
ろ
か
ら
夢
見
て
き
た
理
想
の
人

間
道
場

「立
志
館
」
を
平
成
１２
年
４

月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

不
登

校
の
子
ど
も
ら
を
救
う
た
め
の
支
援

施
設
で
す
。

昼
間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
登

校
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り

自
分
で
決
め
た
学
習
を
し
な
が
ら
人

生
の
目
標
探
し
を
し
て
い
ま
す
。

タ

方
か
ら
夜
は
、

学
校
か
ら
帰
宅
し
た

小

。
中
学
生
が
集
ま
っ
て
学
習
し
て

い
ま
す
。

立
志
館
で
は
、

子
ど
も
た

ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

各
人
が
、

本
を
読
ん
だ
り
、

パ
ソ
コ

ン
で
調
べ
た
り
勉
強
を
教
え
合

つ
た

り
、

先
生
に
教
え
て
も
ら
つ
た
り
と

自
分
の
。ヘ
ー
ス
で
学
習
し
て
い
ま
す
。

立
志
館
の
教
育
が
目
指
す
も
の
は

人
生
の
志
を
立
て
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
が
、

そ
の
た
め
に
、

い
の
ち
の
尊

さ
を
自
覚
さ
せ
、

い
の
ち

へ
の
使
命

感
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
し
か
な
い
い

の
ち
を
大
切
に
し
、　

一
度
し
か
な
い

人
生
を
自
分
ら
し
く
輝
か
せ
て
ほ
し

い
か
ら
で
す
。

不
登
校
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、

長
期

の
病
気
欠
席
、

遊
び
の
誘
惑
、

社
会

性
の
著
し
い
欠
如
等
々
が
キ
ツ
カ
ケ

に
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

不

登
校
に
陥

っ
て
い
る
子
ど
も
に
登
校

を
促
す
こ
と
は
必
ず
し
も
望
ま
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し

ほ
と
ん
ど
の
親
は
、

「な
ん
と
か
登

校
し
て
ほ
し
い
、

社
会
人
と
し
て
自

立
し
て
ほ
し
い
」
と
祈
っ
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
よ
。
こ
の
親
の
祈
り
を

受
け
止
め
て
、

立
志
館
は
在
籍
校
と

の
連
絡
を
深
め
、

学
校
生
活
に
復
帰

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

立
志
館
を
開
設
し
た
最
も
大
き
な

理
由
は
、

九
十
九
人
へ
の
教
育
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
投
球
し
な
が

ら
最
も
指
導

・
援
助
を
必
要
と
し
て

い
る

一
人

へ
の
指
導
を
ほ
と
ん
ど
し

な
か
つ
た
こ
と
へ
の
苦
し
い
悔
い
の

気
持
ち
に
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｅ

人
を

救
え
ず
し
て
ど
う
し
て
百
人
を
救
え

よ
う
か
」
と
い
う
思
い
が
、

極
め
て

非
効
率
な
教
育

へ
と
駆
り
立
て
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
４
月
に
は
立

志
館
で
義
務
教
育
を
終
え
た
中
学
生

６
人
が
高
等
学
校

へ
進
学
し
ま
し
た

が
高
校
生
活
を
エ
ン
ジ
ヨ
イ
し
て
い

る
と
い
う
便
り
を
聞
き
、

本
当
に
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
も
、

１０
人
の
中
学
生
と
理
想
を
追
い
か
け

て
い
ま
す
。

私
が
ま
だ
２０
代
の
頃
、

思
師
の
導

き
に
よ
り
、

著
名
な
哲
学
者
と
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

「人
間
の
主
体
性
と
は
な
に
か
？
」

が
中
心
の
話
題
で
し
た
。

私
は

「思

想
で
あ
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

そ

の
老
哲
学
者
は

「君
は
若
い
ね
え
」

と
笑
わ
れ
な
が
ら

「主
体
性
は
腰
骨

を
立
て
る
こ
と
だ
」
と
主
張
さ
れ
、

最
後
ま
で
平
行
線
で
し
た
。

人
間
が

人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
は

人
間
の
生
活
の
形
を
保
つ
こ
と
が
大

切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

朝
に
な
っ
た
ら
起
き
、

朝
食
を
食

べ
、
目
的
を
も
つ
て
外
出
し
、

夜
に

な
れ
ば
ぐ
っ
す
り
眠
る
と
い
う
基
本

の
形
を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
、

不
登

校
の
子
に
と
っ
て
ま
ず
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、　

一
日
に
３０
人
く
ら

い
の
人
の
顔
を
見
る
こ
と
も
精
神
の

安
定
に
欠
か
せ
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
レ
ス
ト
ラ
ン
ヘ
食
事
に
出

掛
け
た
り
、

バ
ス
や
電
車
で
通
う
こ

と
を
勧
め
た
り
し
て
い
る
の
は
そ
の

た
め
で
す
。

高
度
経
済
成
長
期
に
代
表
さ
れ
る

戦
後
の
教
育
に
お
い
て
は
、

子
ど
も

た
ち
の
学
ぶ
意
欲
の
源
泉
を
競
争
意

識
に
求
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

生

活
は
便
利
に
な
り
豊
か
に
な
り
ま
し

た
が
、
自
己
中
心
的
な
価
値
観
が
蔓

延
し
た
こ
と
は
と
て
も
残
念
で
す
。

残
さ
れ
た
日
々
、

人
の
幸
せ
に
役

立
つ
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
人
間
を

育
て
る
と
い
う
教
育
の
理
想
に
情
熱

を
仮
け
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。

（平
成
１９
年
５
月
９
日

イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
に
応
え
て
）

二
Ｏ
①
人
　
　
　
の
集
い
は
、

「新

春
だ
よ
全
員
集
合
　
宿
題
や
っ
た
か

～
Ｗ
」
を
テ
ー
マ
に
、　

一
月
二
日
に

開
催
致
し
ま
す
。

西
高
同
窓
生
が
、

毎
年
こ
の

「新

春
の
集
い
」
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、

様
々
な
方
面
で
活
躍
す
る
西

高
同
窓
生
の
集
い
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
、

こ
の
テ
ー
マ
と
致
し
ま
し

た
。

そ
し
て
、

西
高
同
窓
生
で
あ
る

私
た
ち
は
、　

一
体
何
が
出
来
る
の
か
、

何
を
し
て
い
き
た
い
の
か
、
ど
う
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
、

「私
た
ち
に

与
え
ら
れ
た
宿
題
は
何
で
す
か
？
」

の
思
い
を
込
め
て
、

サ
ブ
テ
ー
マ
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

全
員
集
合
と
い
う
こ
と
で
、

ゲ
ス

ト
に
は
、

も
の
ま
ね
で
活
躍
し
て
い

る
斉
藤
ル
ミ
子
さ
ん
、

テ
レ
サ

・
チ

エ
ン
さ
ん
、

浜
北
飛
竜
太
鼓
の
皆
様

を
お
招
き
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、

昨
年
同
様
、

西
高
吹
奏

楽
部
も
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

管
さ
ん
が

一
堂
に
集
ま
り
、

懐
か

る
場
と
な
れ
ば
、

幸
い
に
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
、

心
よ
り
御
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
　
新
春

の
集

い

日
時平

成
２０
年
１
月
２
日

（水
）

午
後
３
時
か
ら

△〓
損勿グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

会
費８

、

０

０

０

円

主
催同

窓
会
長
　
寺
田
　
一
彦

当
番
幹
事
　
高
４０
回
卒
業
生

代
表
幹
事
　
浜
川
　
正
宏

事
務
局
連
絡
先
　
渡
辺
　
敏
安

中Ｔ
４

３

８
１
０

０

０

５

磐
田
市
匂
坂
上
３
４
４
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３
８
（３
８
）
４
６
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
３
８
（３
８
）
４
６
８
１

2008年 新 奮の集い

日時:200841月 2日(水)
年後2:30□4/年後3:00M
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録 :¥8,000
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街
か
ど
流
が
ん
測
治
療
奮
げ
て

渡
辺
　
亨
（高
２６
回
）

今
、

外
来
で
の
抗
が
ん
剤
治
療
や

が
ん
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
や

っ
て
い
ま
す
。

祖
父
の
代
か
ら
の
内

科
医
院
で
、

生
ま
れ
育

つ
た
土
地
な

の
で
帰

っ
て
来
た
い
と
思

っ
て
い
ま

し
た
。

日
本
人
が
年
間
１
０
０
万
人
亡
く

な
る
う
ち
の
３５
万
人
は
が
ん
で
死
ぬ

ん
で
す
。

死
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。
し

か
し
が
ん
医
療
、

と
り
わ
け
抗
が
ん

剤
治
療
の
専
門
家
と
い
う
の
は
き
わ

め
て
少
な
い
の
で
大
都
会
に
集
中
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
例
に
と
れ

ば
九
州
か
ら
患
者
さ
ん
が
来
る
と

き
、

前
日
か
ら
来
て

一
泊
、

当
日
何

時
間
も
の
待
ち
時
間
を
過
ご
し
、

診

祭
、

抗
が
ん
剤
治
療
を
済
ま
せ
、

そ

の
日
ま
た

一
泊
、

翌
日
に
九
州
に
帰

る
、

二
泊
三
日
も
か
か
つ
て
し
ま
う

の
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
る
ん
で

私
は
辻
々
の
交
番
や
コ
ン
ビ
ニ
の

よ
う
に
抗
が
ん
剤
治
療
が
出
来
る
よ

う
な
所
が
必
要
だ
ろ
う
と
２
０
０
５

年
に
こ
の
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
よ
う
な
拠
点
を
増
や
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

相
談
者
は
全

国
か
ら
み
え
ま
す
が
、

実
際
に
抗
が

ん
剤
治
療
を
受
け
て
い
る
の
は
近
く

の
人
で
す
。

午
前
中
仕
事
を
し
て
か

ら
抗
が
ん
剤
の
点
滴
を
受
け
て
、

半

日
休
ん
で
翌
日
ま
た
仕
事
を
し
た

り
、

家
事
を
し
な
が
ら
治
療
を
受
け

た
り
で
き
る
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
腫
瘍
内
科
医
が
少
な
い
の

で
、

手
術
を
し
た
外
科
医
が
術
後
も

抗
が
ん
剤
の
治
療
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
例
え
れ
ば
肉
屋
で
魚
を
売
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
よ
。

専
門

外
の
事
を
ど
う
し
て
も
や
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
状
況
な
わ
け
で
す
。

私
は
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
腫

瘍
内
科
医
の
育
成

・
レ
ジ
デ

ン
ト

（臨
床
実
地
修
得
の
た
め
研
修
を
す

る
医
師
）
の
教
育
に
当
た
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
年
間
５
人
位
を
育
成

す
る
の
が
精

一
杯
で
、

ま
だ
ま
だ
人

手
不
足
で
す
。

現
在
地
元
で
の
乳
が
ん
治
療
の
カ

ン
フ
ア
レ
ン
ス

（協
議
）
を
し
て
い

ま
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー

・
聖
隷

・
医

大
か
ら
も
来
ま
す
よ
。

外
科
医
を
含

め
乳
が
ん
治
療

・
化
学
療
法
を
ど
う

進
め
る
か
と
い
う
の
を
決
め
ま
す
。

対
外
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
の
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
鹿
児

島
の
相
良
病
院
と
ふ
た
月
に
い
つ
ペ

ん
、

東
京
の
患
者
さ
ん
の
団
体
と
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
で
相
談
に
乗
っ
て
い
ま

す
。

患
者
さ
ん

。
一
般
市
民
向
け
の

市
民
講
座
も
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
の
セ
ン
ト
ガ
レ
ン
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
出
席
し
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
人
も
育
て
、

拠
点

・

拠
点
に
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
に
２
号
店

３
号
店
と
こ
の
よ
う
な
病
院
が
出
来

て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

が
ん
の
告
知
は
な
か
な
か
浸
透
せ

ず
、

患
者
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
ま
ま
薬
に
よ
る
治
療
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

抗

が
ん
剤
と
い
う
の
は
そ
れ
程
歴
史
が

あ
る
わ
け
で
な
く
１
９
６
０
年
く
ら

い
か
ら
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
日
本

で
は
抗
が
ん
剤
治
療
が
非
常
に
立
ち

遅
れ
て
い
ま
す
。

腫
瘍
内
科
医
の
育

成
が
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

抗
が
ん
剤
治
療
に
は
皆
さ
ん
誤
解

も
あ
る
で
し
よ
う
が
、

決
し
て
先
入

観
を
持
た
な
い
で
く
だ
さ
い
。

個
人

に
あ
わ
せ
て
薬
を
合
わ
せ
て
い
け
ば

吐
き
気
な
ど
の
副
作
用
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

が
ん
診
療
所
が
私
の
目
　
　
　
で
す
。

（談
）

女
神
が
微
笑
み
ま
す
よ
う
に

柳
澤
延
久
（高
４０
回
）

二
年
に

一
度
開
催
さ
れ
る
日
本
ホ
テ

ル
バ
ー
メ
ン
ズ
協
会
主
催

　
『創
作

カ
ク
テ
ル
コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ョ
ン
第
２５

回
大
会
』
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。

私
と
カ
ク
テ
ル
と
の
出
会
い
は
、

十
数
年
ほ
ど
遡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
学
時
代
、

横
浜
に
住
ん
で
い
た
高

校
時
代
の
友
人
に
飲
み
に
誘
わ
れ
ま

し
た
。

横
浜
に
出
か
け
て
い
く
と
、

そ
の
友
人
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

店
は
、

洒
落
た
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
し
た
。

男

二
人
で
飲
み
に
行
く
の
だ
か
ら
、

当

然
居
酒
屋
と
決
め
付
け
て
い
た
の
で

す
が
、

そ
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
友
人
は
気
取

っ
た
感
じ
で
オ
ー
ダ
ー
し
ま
す
。

高

校
時
代
に
、　

一
緒
に
バ
カ
を
や
つ
て

い
た
友
人
が
、

大
人
に
見
え
ま
し
た

し
、

す
こ
し
格
好
良
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
、

飲
食
関
係
の

接
　
　
　
体
に
興
味
が
あ
つ
た
た
め
、

私
は
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
に
就
職

し
、

館
内
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
働
き
始
め
ま

し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
時
代
は
、

年
下
の
先
輩
も
数
多
く
、

皿
洗
い
ば

か
り
の
辛
い
日
々
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

お
酒
の
知
識
は
、

周
り
に

負
け
な
い
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
し

た
し
、

猛
烈
に
練
習
も
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、

シ
エ
ー
カ
ー
を
振
る
よ

う
に
な
り
、

後
輩
も
で
き
た
の
で
す

が
、

そ
の
後
輩
が
私
に
転
機
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

後
輩
が
自
分
の
腕
を
伸
ば
す
た
め

に
、

東
京
で
修
行
し
た
い
と
言
い
出

し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
私
は
、

疑
間

を
感
じ
ま
し
た
。

確
か
に
東
京
は
こ

の
業
界
で
も
レ
ベ
ル
が
高
い
。
し
か

し
、

浜
松
で
は
ダ
メ
な
の
か
？
浜
松

に
い
た
の
で
は

一
流
の
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
に
な
れ
な
い
の
か
？

こ
の
思
い
が
、

昨
年
の
大
会
出
場

へ
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

そ
の
結
果
、

準
優
勝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
に
臨
ん
だ
カ
ク
テ
ル
の
名
前

は
、

『
ア
バ
ン
チ

ユ
ー
ル
（冒
険
）
』
。

ベ
ー
ス
の
ラ
ム
酒
に
ピ
ー
チ
リ
キ

ュ

ー
ル
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
で

す
。

男
性
に
も
女
性
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
味
わ
い
に
仕
上
げ
ま
し

た
。コ

ン
ペ
で
準
優
勝
し
た
数
ケ
月
後
、

バ
ー
の
支
配
人
と
し
て
誘
い
を
受
け

ま
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
の

「地
元
浜
松

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と
い
う
思

い
に
共
感
で
き
た
た
め
、

今

『
ワ
ル

キ
ュ
ー
レ
』
で
シ
エ
ー
カ
ー
を
振

っ

て
い
ま
す
。

『
フ
ル
キ
ュ
ー
レ
』
と
は
、

北
欧
神

話
に
登
場
す
る
戦
い
の
女
神
、

英
雄

の
前
に
現
れ
る
幻
想
的
な
恋
人
で
す
。

今
夜
も

西
高
卒

業
生
の

皆
様
に
、

女
神
が

微
笑
み

ま
す
よ

＞ｎ／　　　。

渡
辺
　
　
　
ロ
フ
ィ
ー
ル

浜
松
西
高
か
ら
北
海
道
大
学
医
学
部
へ
。

卒
業
後
霞
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
勤
務
。

～
３３
歳
ま
で
テ
ネ
シ
ー
州
ナ
ツ
シ
ュ

の
ヴ
ア
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
大
学
留
挙
。

「腫
窮
内
科
」

重
の
モ
Ｇ
Ｅ
ｃ
〓
ｔ革

チ
章
＼
ヽ
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＼
＼
電
電
電
子
い
ヨ
ｏ
ユ
リ
〓
ｂ
ヽ

阻
上
観
象
予

平
成
１８
年
度
の
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
は
、

大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

女
子
二
百

ｍ
に
お
い
て
、

中
村
宝
子

（三
年
）
は
二
十
三
秒
四
人
の
タ
イ
ム

で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
記
録

は
日
本
歴
代
二
位
の
好
記
録
で
あ

り
、

さ
ら
に
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
記
録
、

日
本
高
校
新
記
録
の
快
記
録
で
も
あ

り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
積
極
的
な

レ
ー
ス
を
し
、

二
位
以
下
に
大
差
を

つ
け
て
の
ゴ
ー
ル
に
場
内
は
騒
然
と

な
り
、

高
校
記
録
の
誕
生
の
興
奮
も

あ
つ
て
し
ば
ら
く
は
歓
声
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
さ
に
会
場
に

一
瞬

の
爽
や
か
な
風
が
吹
い
た
か
の
よ
う

で
し
た
。

銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
女
子
四
百

ｍ
リ
レ
ー
の

日
本
チ
ー
ム
。

右
か
ら
二
番
目
が
中
村
章
子

腎
村室孝
孝
‥Ａ喜
王
再
揺
・ア才柔
会霞李
れ

中
村
は
こ
の
後
、

人
月
に
北
京
で

開
催
さ
れ
た
世
界
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権

の
二
百

ｍ
に
出
場
し
ま
し
た
が
、

惜

し
く
も
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
決
勝

進
出
を
逃
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
十
二
月
、

カ
タ
ー
ル
の
ド

ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た
第
１５
回
ア
ジ
ア

大
会
に
も
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

得
意
の
二
百

ｍ
に
出
場
し

五
位
入
賞
、

四
百

ｍ
リ
レ
ー
で
は
第

二
走
者
を
つ
と
め
、

見
事
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

野
密
観

発
年
憑
明
の
申
子
田
め
ぜ
す

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

野
球
部
に
対
し
て
ご
声
援
を
い
た
だ

き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
三
年
生
１２
名
、

二
年
生
１０

名
、　

一
年
生
１４
名
の
総
勢
３６
名
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

中
等
部
野
球
部

よ
り
活
動
を
継
続
し
て
い
る
も
の
が

‐７
名
、

高
校
か
ら
の
選
手
が
１７
名
と

い
う
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
と

れ
て
お
り
、

お
五
い
競
い
合
い
な
が

ら
も

一
つ
に
な
り
、
う
ま
く
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
よ
う
に
県
を
代
表
す

る
選
手
は
残
念
な
が
ら
い
ま
せ
ん

が
、

主
将
の
古
田
大
樹
を
中
心
に
ま

と
ま
り
の
点
で
は
ど
の
チ
ー
ム
に
も

【平
成
１８
年
度
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
】

女
子
　
百

ｍ
　
四
位
　
　
中
村
宝
子

女
子
二
百

ｍ
　
優
勝
　
　
中
村
宝
子

女
子
四
百

ｍ
　
七
位
　
　
飯
尾
　
絢

女
子
四
百

ｍ
ジ
レ
ー
　
四
位

肥
田

・
飯
尾

・
村
松

・
中
村

女
子
最
優
秀
選
手
　
　
　
中
村
宝
子

【第
６‐
回
国
民
体
育
大
会
】

少
年
女
子
Ａ
百

ｍ
　
一
一位
中
村
宝
子

少
年
女
子
Ａ
四
百

ｍ
三
位
飯
尾
　
絢

【第
１５
回
ア
ジ
ア
大
会
】

女
子
四
百

ｍ
ジ
レ
ー
　
銀
メ
ダ
ル

中
村
宝
子
（第
二
走
者
）

女
子
二
百

ｍ
　
五
位
　
　
中
村
宝
子

優
っ
て
お
り
ま
す
。

夏
の
静
岡
県
大
会
で
は
選
手
と
ス

タ
ツ
フ
が

一
丸
と
な
り
、

２６
年
ぶ
り

の
甲
子
園
を
目
指
し
ま
す
。

平成19年度 浜松西高野球部

石
理
襲
事
盛
束
こ
れ
・里
喜
征

平
成
１８
年
度
は
、

石
田
佳
菜
子

（現
高
三
）
が
、

全
国
高
校
総
体
ベ
ス

ト
‐６
、

国
民
体
育
大
会
少
年
女
子
第

二
位
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
、

夏
の
高
校

総
体
で
は
、

二
回
戦
で
九
州
地
区
の

チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
と
対
戦
し
、
９
対
８

と
い
う
息
詰
ま
る
接
戦
を
制
し
て
、

見
事
全
国
ベ
ス
ト
ー６
に
入
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、

学
校
　
　
　
に
お
い
て
も
、

新
入
戦
西
部
大
会
準
優
勝
、

同
県
大

会
ベ
ス
ト
８
、

今
年
度
の
高
校
総
体

県
大
会
に
お
い
て
団
体
戦
第
二
位
に

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
奪
観
剣
遺
観

を
子
団
体
東
海
末
会
バ
ス
ト
的

中
等
部
剣
道
部
も
部
員
が
増
加
し
、

今
年
度
（１９
年
度
）
男
子
１６
名
、

女
子

１１
名
、

計
２７
名
に
な
り
ま
し
た
。

高

校
生
と
密
度
の
濃
い
合
同
様
習
を
行

う
中
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、

実

力
を
付
け
て
昨
年
度
の
夏
に
は
、

女

子
団
体
の
部
で
創
部
以
来
初
の
県
大

会
出
場
。

そ
し
て
、

東
海
大
会
ベ
ス

ト
‐６
ま
で
進
出
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
刺
激
を
受
け
た
下
級
生

が
練
習
を
重
ね
、

西
部
地
区
新
人
大

会
で
男
子
団
体
二
位
、

県
大
会
進
出

と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、

三
年
生
に
と
つ
て
は

最
後
の
夏
の
大
会
を
七
月
に
控
え
、

さ
ら
に
厳
し
い
練
習
の
中
で
修
練
を

女子予ニス部 前列左が石回佳葉手

【平
成
１８
・年
度
の
主
な
試
合
結
果
】

石
田
佳
菜
子

全
国
高
校
総
体
ベ
ス
ト
ー６

国
民
体
育
大
会
少
年
女
子
第
二
位

浜
名
湖
国
際
女
子
テ
エ
ス
大
会
出
場

重
ね
、

好
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う

に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。剣道部女子団体 東海大会ペスト16
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隠等部】 平成 1 8年 度 ク フ プ成績一覧表
静  岡  県 絞  総  体 高校新人大会 その他協会 ・違盟

主催の主な大会西部 大 会 県 大 会 東 海 大 会 全 国 大 会 西部 大 会 県 大  会

睦上 女子200m
女子10硫
女子100mH
女子100mH
女子100m H
女子400mH

女子400m R
女子1600m R

勝
勝
勝
位
位
位
勝
勝

優
優
優

２
３
２
優
優

女子200m

女子100m

女子400m

女子100mH

女子100mH

女子400m H

女子400m R

女子1600m R

男子400m

男子200m

勝
勝
位
位
位
位
位
勝
位
位

優
優

３
４
６
２
２
優

４
６

女子200m

女子100m

女子400m

女子100m H

女子100m H

女子400m H

女子400m R

女子1600m R

勝
勝
勝
位
位
位
位

勝

優
優
優

４
６
２
３
優

女子200m  優 勝
(ジュエア日ホ新日本高機冊
女子100m  4位

(県高校新)
女子400m  7位

(県高校新)
女子400m R 5位

(県高校新)

男子やり投げ優勝
女子100m H 優勝
女子400m H 2位
女子400m H 3位
女子400m  3位
女子400m  4位
女子400m R 5位
女子1600mR 2位

女子円盤投げ5位
男子三段跳び6位
女子走幅跳び5位
む平楠も丹rf A枯

女子100m H 優勝
女子400m H 優勝
女子1600mR 2位
男子やり投げ4位

日本ジュエア
女子200m   優 勝
女子400m   6位

世界ジュニア
女子20飾樺決勝 4位
アジア大会
女子200m   5位

女子400m R銀メダル

(第3走 者中村宝子)
国体
女子100m   2位
を平anan   R柿

水泳 男子10臨Ba 6位
男子20愉Ba 5位
女子200mF「 10位
女子4∞耐  6位

男子100H8a ll位
男子200mB3 8位
女子200mFr 20位
女子400mR 14位

男子200rBa 14位 女子50mFr 3位
女子100mF「 5位
女子200mFr 6位
女子400MR 5位
支rヨ各4nmnFR  氏右併

女子200mF「

女子40飾MR

女子400mFR

位
位
位

９

１４

‐２

野球 1回戦11-4森
2回戦6-1齢 連

1回戦2-7興調
敗者徳活 3回戦

サッカー ブロック  2 位
2位 R進出

3次 リーグ 曇日高校リツ刀一静岡県予選
1回戦 6-2吉 原
2回 戦0-1渚 水商

男パ レー 1回戦2-0袋井商
,間 齢 1-,宮1体

男ブ〔スケ 9命 ベス ト16 5位 ベスト16
士ブ〔スケ 2回 勘 】ヒ遠パスケ大会 2位

男テ三ス S 6位 団体 2回 戦
S ベ ス ト16

S 9 位 S ベ スト16

女テエス 団体ベス ト8

S  2 位

D  ベ ス ト8

S ベ ス ト8 S ベ ス ト16 団体
D

2位
12位

団体 ベ ス ト8
S     3 位
D     4 位

ヨ拝
少年女子 3位
石圏佳妻子

メフトテニス 8伸 1回 戦 1-3三 晶 団体 7位 1回 戦 阻 富 士

豆 蚊 2回 蛾 S ベ スト32 S 2回 戦

柔道 男子-60級  2位
宴子-66節 3同 齢

男子団体戦 2回戦
男子-60級 2回戦

道 男子団体  9位 男子団体ベス ト16 男 子 団 客   5便 子 団 体 ベ ス ト16

弓道 団体戦出場
準決勝進出

女子団体  6位

ボー ト 男子Dス カル4位
望率 n 双 抗 ! し氏持

男子 Sス カル 3位

地 区 大 会 に 準 す る も の 革に 準 す る も の 全 国 大会 に準 ず るもの

大  会  名 威 籍 ・縮 興 大  会  名 成 績 ・結 果 大  会  名 厩 絞 ' 結 果

吹奏楽 全日本政策案コンクール西部大会
アンサンカ♭]ンテスト西潮絵

銅賞
打楽器6重奏金賞

中部日本吹奏楽ヨンク…ル県大会
アンサンカレコンテスト県大会

愛秀買
lT楽器 6重 奏金賞

白 人 一 百 かるた 0栂立 〕リーグ団体 6
西郡大会 4伸 大 !

文イヒ英語弁論大会西部大会 1部  3位 '5位 b伍

【中等調
浜 松 市 大 会 県 大 会 東 海 大 会 全 国 大 会 浜松市新人大会 県 納 人 天 会 その他主な大会

愛上 男子走幅跳
女子走幅跳

位
位

９

９

女子走幅跳
女子100mH
女子100m

位
位
怜

男子800m
女子走幅跳

位

位

ゾユエアイリンピック
女子走幅跳出場
誤川奈緒

X泳 男子400MR 8位
男子200Br 9位
男子100Bu 4位
女子200Br 優 勝
女子100Br 2位

男子総合
女子200「Br

女子100mBr

男子200「Br
男子1 00rBr

位
勝
勝
位
怜

８

優

優

２

２

浜松r13奮李天会
男女総合優勝

予球 2回 戦Ⅲll高 2-3与進
ナヽッカー リーグ2位 1回戦1-1浜北北部
碧パスケ 導 優 勝 ベス ト8 2 回 県会長杯

~丁
面

Eパスケ 4 5位 7位

碧テエス 団体 3位
S  9 伸

D 2位
S2位 ・5位

Ｄ

Ｓ

位
位

９

‐０

箕テ三ス 勝優
勝
怜

優

ｎ

杯団

Ｓ

め

D ベ スト16 位
位

勝
勝

優
優

Ｓ
Ｄ

団体 優 勝
S ベ スト4独占
D 優 勝 ・2位

釈河地区和人朝
ヨ体 3位

′フト予
~又

予 程 l j 一ワ  H 何

事球 男子予選リーグ4位
女子予選リーゲ2位

女子団体 4位 女子団体ベスト12 可ア ツ トリ部果河天密

S  ベス ト32
乗適 男 子

-55融

男子…66級
里 子 ―軸 廊

旺

位

怜

男子-66級2回 戦
男子-90級2回 戦

期適 頁舌田客

女子個 人
伍
位

女子団体 5位 女子団体 出 場 男子団体 2位 男子団体ベス ト16 英松「Flス不―ツ大会
を平団体標騰

大 会 に準 ず る も の

ｔ〓
∽
≡Ｅ
Ｇ

。ま
ま
ま
＼
ヽ
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イ
ギ
リ
ス
調
響

平
成
１８
年
７
月
２‐
日
～
８
月
６
日

男
子
１２
名
、

女
子
２３
名合

計
３５
名
参
加

研
修
先
　
イ
ギ
リ
ス
北
部
ヨ
ー
ク

「メ
ル
ト
ン
カ
レ
ツ
ジ
」

引
率
教
諭
　
単副
島
寿
美
江

思
う
に
外
国
に
行
っ
て
何
が
楽
し

い
か
と
い
う
と
、

人
種
も
言
語
も
異

な
る
も
の
の
、

あ
る

一
定
期
間

「現

地
人
」
に
な
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

観
光
の
よ
う
な

一
過
性
の
も
の
で
は

な
く
、

地
元
の
ス
ー
パ
ー
で
現
地
の

物
を
手
に
し
、
レ
ジ
に
並
び
、

使
い

慣
れ
て
き
た
現
地
通
貨
を
差
し
出
す

こ
と
。

毎
日
バ
ス
で
通
学
す
る
と
し

た
ら
、

バ
ス
の
運
転
手
と
笑
顔
を
交

わ
せ
る
こ
と
。

迷
子
に
な
つ
た
ら
そ

れ
を
利
用
し
新
た
な
発
見
を
す
る
こ

と
。

電
話
を
か
け
る
こ
と
、

テ
ィ
ー

を
楽
し
む
こ
と
。

時
に
は
お
と
な
し

く
引
き
下
が
ら
な
い
で
相
手
に
嫌
な

顔
を
さ
れ
て
も
自
己
主
張
を
す
る
こ

と
、

等
々
。

言
い
換
え
れ
ば
、

毎
日

地
元
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
ル
ー
テ

イ
ン
に
自
分
を
置
く
こ
と
、

置
け
る

こ
と
、

が
最
も
楽
し
い
事
で
は
な
い

か
と
思
う
。

彼
ら
は
そ
れ
を
２
週
間

実
行
し
た
。　

　
　
に
、

精
力
的
に
、

そ
し
て
自
然
に
。

一
見
緑
の
芝
生
が
き
れ
い
に
見
え

る
メ
ル
ト
ン
の
中
庭
が
、

各
国
の
生

徒
や
引
率
者
が
捨
て
る
タ
バ
コ
の
吸

殻
だ
ら
け
な
の
は
何
故
か
。
ゴ
ミ
は

研
修
を
終
え
て

分
別
し
な
い
の
か
。

刺
青
が
多
い
の

は
な
ぜ
か
。

肥
満
が
多
い
の
は
な
ぜ

か
。

生
野
菜
を
食
べ
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

同
宿
学
生
は
夜
遅
く
ま
で
帰
ら

な
い
が
何
を
し
て
い
る
の
か
。

な
ぜ

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
人
は
英
語
を
流
暢
に
話

せ
る
の
か
。
ヨ
ル
ダ
ン
と
イ
ス
ラ
エ

ル
と
の
紛
争
が
生
々
し
く
感
じ
ら
れ

る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問

は
、
日
本
人
と
し
て
育

っ
た
自
分
と

相
手
と
を
客
観
的
に
見
て
い
る
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
る
も
の
だ
。

滞
在
中
「何

で
？
」
と
よ
く
き
か
れ
た
が
、

聞
か

れ
る
た
び
に

「自
分
で
聞
い
て
み
た

ら
？
」
と
応
え
て
お
い
た
。

今
回
語
学
力
不
足
を
実
感
し
、

言

い
た
い
こ
と
の
半
分
も
言
え
な
か
っ

た
、
と
の
思
い
を
噛
み
締
め
て
い
る

諸
君
、

ぜ
ひ
と
も
リ
ベ
ン
ジ
し
て
も

ら
い
た
い
。

そ
し
て

「何
で
」
と
思

つ
た
こ
と
に
答
え
を
見
つ
け
て
欲
し

い
。

　
　
　
　
　
（報
告
書
よ
り
）

沼
倉
　
昇
先
生

梅
雨
だ
と
言
う
の
に
、

眩
し
い
太

陽
。

茶
畑
の
間
の
道
を
抜
け
て
、

沼

倉
先
生
の
勤
務
先
で
あ
る
静
岡
理
工

科
大
学

へ
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新
緑
が
と
て
も
綺
麗
で
す
。

開
日
一
番
に
、

「自
然
環
境
が
豊

か
な
所
で
、

勉
強
に
集
中
出
来
ま

す
よ
！
」
と
。

沼
倉
先
生
は
、

現

在
、

こ
の
大
学
の
付
属
図
書
館
で

仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、

館
内
の
案
内
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

「理
科
系
の
本
ば

か
り
で
、

文
学
作
品
が
少
な
い
ん

だ
よ
ね
～
。

」
先
生
は
国
語
科
で

西
高
で
は
、
〃

望
洋

〃編
集
の
指

導
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

沼
倉
先
生
は
、

仙
台
の
北
部
の
出

身
で
、

静
岡
に
は
中
学
の
修
学
旅
行

の
時
に
初
め
て
来
ら
れ
た
と
の
事
。

そ
の
時
に
、

富
士
出
が
見
え
る
風
光

明
媚
な
こ
の
地
に
憧
れ
、

静
岡
で
教

職
に
就
く
こ
と
に
な
つ
た
そ
う
で
す
。

西
高
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
頃
は
、

３０

代
前
半
か
ら
範
代
前
半
の
働
き
盛
り
。

ま
た
、

当
時
の
先
生
方
も
進
学
指
導

に
熱
心
で
、

学
年
毎
に
ま
と
ま
り
、

結
束
力
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

西
高
で
の
１１
年
間
の
在
勤
中
に
、

教

員
と
し
て
鍛
え
ら
れ
た
と
の
事
。

ま

た
、

生
徒
達
も
真
面
目
で
勉
強
熱
心
。

自
分
の
担
任
か
ら
卒
業
生
を
５
回
出

し
た
事
は
、

誇
り
に
思
っ
て
い
る
と

の
事
。

先
生
の
、

教
育
者
と
し
て
の

熱
い
思
い
が
、

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「当
時
の
思
い
出
は
、

な
ん
と
言

っ
て
も
、

昭
和
５６
年
の
夏
の
甲
子
園

出
場
だ
ね
。

応
援
団
の
担
当
も
し
た

ね
。

早
朝

・
放
課
後
の
課
外
授
業
を
、

よ
く
や
っ
た
よ
。

西
山
台
か
ら
遼
く

太
平
洋
を
眺
め
る
と
、

広
々
と
し
た

気
持
ち
に
な
っ
た
ね
。

校
歌
は
、
２

番
の
″

清
き
尊
き
若
き
日
の
　
誇
ゆ

け
く
睦
み
ゆ
く

〃
の
部
分
が
、

特

に
好
き
で
す
。

こ
こ
を
声
い
っ
ぱ

い
に
歌
う
と
、

青
春
を
実
感
し
、

西
高
生
の
生
活
と
重
な

っ
て
い
た

と
思
う
。

女
子
の
夏
服
は
、

さ
わ

や
か
だ

っ
た
ね
。

今
も
、

あ
の
制

服
な
の
か
な
？
」
と
、

尽
き
な
い

よ
う
で
　
。

そ
し
て
、

取
材
を
終
え
て
帰
る

私
達
に
、

法
多
山
の
厄
除
け
団
子

が
―
実
は
、

沼
倉
先
生
の
職
場
は
、

多
出
の
近
く
。

高
４０
回
の
私
達
を

受
け
持

っ
て
下
さ
つ
た
時
に
は
、

受

験
前
に
、

担
任
で
あ
っ
た
３９
Ｈ
Ｒ
の

生
徒
全
員
に
こ
の
田
子
が
配
ら
れ
ま

し
た
。

駐
車
場
で
は
、
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
。

「鳴
き
方
が
、

上
手
に
な
っ
て
き
た
な

あ
」そ
う
呟
い
た
先
生
の
温
か
い
眼
差

し
が
、

当
時
と
変
わ
ら
な
い
ま
ま
。

沼
倉
先
生
、

お
忙
し
い
中
、

本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今

度
は
、

ゆ
っ
く
り
と
図
書
館
の
本
を

見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（高
４０
回
　
山
本
優
美

・
西
岡
愛
香
）

風 師 防 周

「平成20年度静岡県立浜松西高等学校口同中等部の入学者選抜」について(予定)

中 等 部 高 等 部

募集定員 160名 (4学級) 40名程度 (1学級)

選抜資料 総合適正検査、作文、面接、調査書等 調査書、総合問題、面接

実施期日
平成20年 1月12日(土)総合適性検査、作文 平成20年 3月5日(水)学 力検査

平成20年1月13日(日)面接 平成20年 3月6日(本)面 接等

*お知り合いの方々にお知らせくださしヽ。
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く
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〓
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入試合格状況

18年度 17年度 16年度

現役 卒 合計 現彼 卒 合討 現彼 卒 合討

国 公 立 大 95 14 109 83 22 105 114 38 152

私 立 四 大 327 69 396 371 114 485 386 134 520

管 外 大 学 0 1 0 2 2 0 0 0

各種専門学校 2 0 2 2 1 3 5 0 5

平成18年度入試結果概要

の上では大学会八時代を迎え、大挙が合格し易<な ってきています
が、難摘大はまだまだ非常に厳しい状態にあります。昨年と比較しセンター試
験が難じくなつたのですが、本夜の生徒は志望を高く持ち果敢巳挑戦をしてい
ます。一人ひとりが将来を見据えた進鶴選択をした結果であると者えます。

目公立大学名
(管外大学を含む)

平成18年度 平成17年度 平成16年度
現役 卒 合剖 男役 卒 合討 現役 卒 合 計

帯広畜産大 1 0 0

北海道大 1 1 1

東北大 1 1 1 4

,大 1 0 0

筑波大 1 1

大 0

宇都 官大 0 0 1 1 1

群馬 大 1 0 0 0

埼玉大 1 0

千葉 大 1 0

S茶の水女子大 0 1 1 1 1

0 1 1

大 1 1 0

ユ芸大 1 1 1 0

東京医科歯科大 0 0 1 1 1

東京海洋大 1 1 0 0

東京工業大 1 1 1 1 0

更東農工大 1 0 1 1

一
橋 大 0 1 1 1

電気通信大 1 1 1 0

横浜国立大 4

新潟大 0 1 1 0

金沢大 1

吾井大 0 1 1 0

山大 1 1 1 1 1

山梨大 1 1 0

信州大 1 8 0 1

岐阜大 1 0 I 1 1 1

許岡大

浜松医大 1 1

名古屋工大 0 0

愛知教育大 0 0 1 1

名古屋大 4 4 5

二重大 ユ 1

滋賀医科大 0 1 1 0

滋賀大 0 1

和歌山大 0 1 1 1 0

京都大 1 0 0 0

【阪夢大 0 1 1

【阪大 0 1 1

【阪教育大 1 0 0

中戸大 1 0

0 0 0

1 0 1 0 0

取 大 0 0 4

山大 1 0 1 0

広島大 1 1 1 1 0

高知大 1 1 0 0 0 0 0

香川大 0 1 1 0

九州大 0 0 0 1

長崎大 0 1 1 0 0

庭児島大 ユ 0 0 0

琉球大 0 1 1 2 0

秋田県立大 ユ 0 1

宮城大 0 1 1 0

首都 大東 1 4 4

横 浜市立! 1 1 1 1

0 0 0

前橋 工科 大 0 1 0 0

都留文科大 1 1

立 大 1

立 大 1 1 0 0 0

蚤市立大 0 1 1 0

長野県立看護大 1 0

二重県立看護大 0 1

京都府立大 0

大阪府立大 1 0 1

岡山県立大 0 1 1

高知女子大 0 0 1

操 安大学校 0 0 1 0 0

防衛 大 0 0 0 0 1 0 0 0

国公 立 (管外 )計 110 105 Ｅ
Ｊ

私立大学名
(主要大学)

平成18年度 平成17年度 平成16年度

現役 卒 合討 男役 卒 合計 男役 卒 合計

青山学院大 10

学習院大 0

と大 2 4

大

国字院 大 0 0 0 1

国際基督教 大 0 0 0

芝浦 工大 4

上智 大 0

順 天堂大 0 0

専修大 1 1

成城大 0 10 1 0 1

中央大 15

津 田塾大 1 1 1 0

工学院 1 1

東京女子大 4

東京農大 6 1

東京理大

東洋大 0

日ラ 大

日ラ 代 5

日ラ〔獣医畜産大 0 0

法政大 20

武蔵工大 G 1

明治大 8 4

明治学院大 9 14 4

明治薬科 大 0 1 1 0 1

文教大 1 1 1 1

昭和女子大 0 0

立教大 6 10

早稲田大 1 9

1りヽこ 10

常 3学園大 5 1

静岡文化芸大 9 0 1

聖隷 ク リス ト大

愛知大 1 10

愛知医大

愛知学院大 0 0 0

中東 大

南 山大 7

名城 大 24

名 古屋女子 大 0

藤 田保健衛 生大 0 0

穏山女学園大 3 0

金沢 工業 大 1 4

日本福祉大 G 0 0 8

京都外大 4 4

京都薬科大 0 0

京都産大 0

京都女子大

同志社大

龍谷大

同志社女子大 0 1

立命館 大 41

関西大

関西外 大 1

大 0 1 4

甲南 大 0 1

創価大 0 1

近畿大 1 1 l

授南 大 0

私 立計 6 9 485 134 520

，重
り
在
Ｇ
Ｅ
何
〓
．チ

ま
ま
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ヽ
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西
山
賞
表
彰
式

２
月
２８
日
同
窓
会
入
会
式
に
先
立

ち
、

西
山
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
昨
年
に
続
き
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
二
人
。

陸
上
競
技

で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
中
村
宝

子
さ
ん
と
飯
尾
絢
さ
ん
に
贈
ら
れ
た
。

〈受
賞
の
言
葉
〉
中
村
宝
子
さ
ん
ＬＦ

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

ォ
‐
‐

た
。

大
学
で
は
さ
ら
に
活
躍
で
き
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

〈受
賞
の
言
葉
〉
飯
尾
絢
さ
ん

西
山
賞
の
受
賞
は
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。

大
学
で
も
陸
上
競
技
で
活

躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
３
回
！同！！

籍
．会

諮
津
会

１‐
月
２０
日
に
西
高
Ｏ
Ｂ
で
、

駒
沢

大
学
野
球
部
前
監
督
の
大
田
誠
氏

（高
７
回
）
を
講
師
に
迎
え
、

第
３

回
同
窓
会
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

同
窓
会
長
の
こ
と
ば

同
窓
会
講
演
会
は
、

創
立
８０
周
年

を
記
念
し
て
、

本
校
の
活
躍
す
る
卒

業
生
に
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
。

貴
重
な
人
生
経
験
を
将
来
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
。

太
田
監
督
の
議
演
内
容

自
分
の
人
生
で
西
高
だ
け
は
入
り

た
い
学
校
で
一
生
懸
命
勉
強
し
た
が
、

そ
の
後
の
駒
沢
大
学
も
、

就
職
先

（現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
も
、

望
ま
な
い
進
路

だ
つ
た
。

で
も
か
え
つ
て
そ
れ
が
負

け
ず
嫌
い
の
性
格
に
火
を
つ
け
、

自

分
を
大
き
く
育
て
て
く
れ
た
。

人
に
勝
つ
た
め
に
は
、

「小
物
意

識
」
を
持
つ
事
が
大
切
で
、

小
さ
な

所
を
見
逃
さ
な
い
、

細
や
か
な
心
配

り
が
で
き
る
事
が

一
番
大
事
。

お
お

ざ

っ
ぱ
で
は
成
功
で
き
な
い
。

そ
れ

で
も
負
け
て
し
ま
っ
た
時
は

「良
い

敗
者
」
に
な
る
事
。

負
け
を
認
め
、

そ
れ
を
バ
ネ
に
強
い
精
神
力
で
努
力

で
き
る
事
。

神
経

・
肉
体
は
連
動
す

る
の
で
、

弱
い
こ
と
ば
を
使
わ
な
い
。

弱
音
を
は
か
ず
夢
中
に
な
つ
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
。

最
後
に
自
分
は
も
ち

ろ
ん
、

家
族
、

友
人
、

自
然
、

こ
の

世
、

全
て
を
愛
せ
る
人
間
に
成
長
し

て
行
っ
て
ほ
し
い
と
結
ん
だ
。

西山賞を受賞する飯尾約さん(写真左)

と中村宝子さん(写真右)
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¨

一
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
下
敷
き
に
し
た
　
ノ
セ
ン
ト
な
青
春
ス
ト
ー
ジ
ー
。　
　
一

¨
の
問
い
！物語
ギ
　
】，
セ　
　
　
　
一
『ロ
ング
テ
ー
ル
の
法
則
』　
　
　
¨

ネ
ッ
ト
業
界
で
話
題
の

「
ロ
ン
グ
テ

一

◆
同
窓
会
会
議
室
正
面
に
２
枚
の
絵

が
か
か
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
我
が
西
高
校
歌
の

「銀
く
も

り
な
き
大
洋
や
」
と

「東
天
輝
よ
う

英
蓉
峰
」
の
描
か
れ
た
絵
だ
そ
う
で

す
。

是
非
観
賞
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

素
晴
ら
し
い
絵
で
気
持
ち
が
引

き
締
ま
り
ま
す
。

（Ｔ
）

◆
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し

執
行
部
で
は
今
活
発
な
論
議
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
会
も
後
方
支
援
す
べ

く
、

今
後
も
同
窓
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

（Ｍ
）

◆
１
０
代
　
気
の
合
う
友
達
が

一
番

２
０
代
　
趣
味
の
合
う
友
達
が
で
き

３
０
代
　
子
供
の
親
同
士
と
し
て

４
０
代
　
地
域
の
友
達
も
大
切
に

５
０
代
　
昔
の
同
級
生
と
、

歳
月
を
越
え
て
。

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
新
し
い
出
会
い

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
あ
る
。

（Ｙ
）

左
右
田
丈
夫
（中
１９
回
）

近
藤
　
哲
哉
（高
９
田
）

伊
藤
多
恵
子
（高
２４
回
）

（同
窓
会
副
会
長
）

佐
野
　
一九
恵
（高
２５
回
）

（編
集
部
会
計
）

伊
藤
　
陽
子
（高
２６
回
）

（編
集
委
員
長
）

出
下
　
哲
広
（高
３４
回
）

岩
淵
　
千
江
（高
３９
回
）

山
本
　
優
美
（高
４０
回
）


